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Coating method for smooth and reinforced surface layer of highly translucent zirconia          
（コーティング法による高透光性ジルコニアの強化に関する研究） 























ィングによる性状変化について表面粗さの計測を行った（HandySurf E-35B、 Mitsutoyo、 神奈川）。結
晶相の理解のため、X線回折装置（XRD、Rigaku、東京）による解析を行った。 



























































高透光性ジルコニア半焼結体をディスク状に成形し、1550°C で 2 時間焼成した。焼結後、ディスクの
両面に炭化ケイ素研磨紙を用いて研磨し、平坦均一な表面を得た。その高透光性ジルコニア焼結体ディ
スク研磨面に 1 wt%ポリアクリル酸（PAA）水溶液 10 µL を塗布、洗浄、乾燥することで PAA をサン
プル表面に吸着させた。その後マイクロピペットを使用して 10 wt% mZrO2 分散液 10 µL を塗布、洗
浄、乾燥して mZrO2 ナノ粒子を吸着させた。この PPA- mZrO2 コーティングを 0-5 回繰り返した。
mZrO2 をコートしたサンプルを焼成炉で 1550℃、2 時間焼成を行った。得られたサンプルを万能試験
機を使用して二軸曲げ試験を行った（N=5）。試料の表面形態は、走査型電子顕微鏡を使用して観察し
た。試料表面の結晶相は、X 線回折（XRD）測定によって行った。透明度パラメーターは、処理されて
いないコントロール群（N = 5）と比較した。ビッカース硬度（HV）は微小硬度計を使用し、各群の 5









ものであった。また、本論文はすでに Dental Materials Journal に掲載されており、国際的にも評価
されている。よって、審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
 
